
1.研究目的

　自転車に子供を乗せひたすら立ちこぎで坂道を

のぼる、顔を歪ませた母親の姿をしばしば目にす

る。中には子供をどやしながら子供と一緒に自転

車で走る母親の姿も目にする。

　私たちはこれを見て今回の研究で彼女達にとっ

ての移動手段としてのベネフィットの提案をした

いと考えた。

2.調査と分析

　調査を行った南大沢の住宅街で母親の移動範囲

は近距離であり、自動車が走る車道よりも幅の広

い遊歩道が存在し、母親達の移動の大動脈となっ

ていてそこに着眼した。

【母親の移動範囲】

・病院　　　・託児所　　　・病院

・職場　　　・買い物　　　・公園

近距離とはいえ乳幼児をつれての移動は大変そう

である。そこで、母親が今どんなことに気をつかっ

ているのかまた不満・不便なことがあるのかを調

査した。

【普段使っている移動手段と問題点】

　

　これらの意見を踏まえてポイントとなるのが車体

の大きさと子供の安心・安全、雨天時の対策である。

3.コンセプトの立案

　上記の調査分析を結果をふまえてコンセプトを

決定した。新興住宅地に住む家族をターゲットに

「安全」「安心」「快適」な乗り物を提供する。

4.デザイン展開

　当初は母子を密着させることで母親にとっての

安心感を意識したパッケージを考えていたが、母

親の意見から、より「快適」な安心を求めている

ように感じた。そこで短時間の間に様々な動作を

行う母親の利便性を考察した。これらを意識しデ

ザイン展開を行った。

・運転方法

　ハンドルによる操作でなくジョイ・スティッ　

　クによる操作にし、前方スペースを確保した。

・サイズ・室内空間

　駆動期間をホイールインモーターとすることで

　空間を効率的に活用しベビーカーを折り畳まず

　乗車できるレイアウトとした。

・子供と母親の位置

　乗車時は子供と向き合って　座る。

・乗降性

　子供不在時は横から降車することを想定しスト

　レスのない乗り降り（ステップ）を目指した。

・荷物置場

　車内に哺乳瓶やオムツを取り出せるスペース　

　を配し物を取り出す手間をスムーズにした。

5.完成図

6.結論

1/1サイズの室内空間モデルによるレイアウト調整

を繰り返し行い着座位置や操作部位置など体格差

に応じて可変する必要があることがわかった。ま

た、検証した結果以下の意見が得られた。

・視界が狭く感じる。

・ベビーカーの上のスペースは不要。

・スティックによる操作に慣れるまで不安。

・ブレーキは足でしたい。

これらの意見も考慮し更にデザインの掘り下げが

必要であることが明らかになった。
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実際の母親に普段出かける際移動の足として

何を使っているか、またその足で不便な所は

あるかなどの聞きこみ調査を行った。結果と

してベビーカーはしんどい。車は便利だけど

駐車に困る、維持費などのコストが気になる。

自転車は雨の日の利用が困難荷物を置く場所

に困るなどの意見が得られた。これらの意見を

踏まえてに新しい乗り物を提案する。そこで

ポイントとなるのが車体の大きさと雨天時の

対策である。対策するための技術としてホイ

ールインモーターを取り入れる。ホイールイン

モーターとは電気自動車等に使われる車輪

ハブ内部に装備された電気モーター。利点と

して駆動力がホイールへほとんど直接伝達さ

れるために、従来型のギアや駆動軸などによる

エネルギー損失がなく、それらが省かれること

で重量、容積、費用、故障、保守などの点で

有利となる。

新興住宅地（道路が整備されているが

高低差の激しい、大型ショッピング店

や公共施設に囲まれた郊外型都市）に

住んでいる家族をターゲットとする。

母親は移動範囲（買い物、病院、託児

所）が近距離であるが乳児をつれて移

動するには労が必要になる人である。

実際に調査に行った南大沢（左の写真）

では近所で仲がよく今現在移動手段と

して主に電動自転車が利用されていた。

これは近所の人の口コミで広がった可

能性が高いと思われる。よってこのよ

うな地域に新しい乗り物を提案すると

口コミで広がる可能性も充分に高いこ

とが予想できる。こういった地域に新

しい乗り物を提供する価値があると思

いそれを提案していく。
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・不安定

・もしもの時危険

・運転に集中したい

・室内で落ち着く空間ではある

お母さんが疲れてしまう

対面式ならゆっくりふれあえる

大量の荷物を運ぶには不十分

たためるが出かけた時にかさばる比較的駐輪しやすい
・基本的に幅を取る

・しかしコンパクトな物や交通整理もある

・赤ちゃん→△

・お母さん→×

基本的に安全 ベビーカーの操作によっては危険

社内は完璧だが雨天時荷物や赤ちゃんを

載せる際お母さんの背中が濡れてしまう。

積載量的には最大 かごだけでは少し不十分

安全性にかける

・長距離の移動に適さない

・お母さんの疲労

子供持ちの母には対応しきれない

駐車を除けば移動手段として最適

・雨天時乗るまでが大変

・社内では完璧

赤ちゃんに問題ないが母が労力を使う
・赤ちゃんに衝撃が直接伝わる

・母に問題なし
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